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[2] k亜bを実数の定数とする。x の 2次方程式 x2 − 4bx ＝ kの実数解の個数に

ついて調べる。

⑴ 座標平面上の放物線 y＝ x2 − 4bxの頂点の座標は亜

( チ b亜− ツ b2) である。

⑵ x≧ 0亜b ＝ 1とする。k＜− テ のとき解は 0個亜

k＝− テ 亜k＞ ト のとき解は 1個亜

− テ ＜ k≦ ト のとき解は 2個である。

⑶ k ナ − ニ b2 のとき解は 2個亜

k ヌ − ニ b2 のとき解は 1個亜

k ネ − ニ b2 のとき解は 0個である。

ナ 亜 ヌ 亜 ネ の解答群

⓪ ＝ ① ≦ ② ≧ ③ ＜ ④ ＞
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数 学

Ⅰ [1] 関数 f(x) ＝ 32x− 1 − 2 × 3 x＋ 1 ＋ 4 について亜0 ≦ x ≦ 3のときの最大値と

最小値を求めよう。t＝ 3 x とおくと亜関数 f(x) は

g(t) ＝
ア

イ
t2 − ウ t＋ エ

＝
ア

イ
(t− オ )2 − カキ

と書くことができる。ただし亜tの範囲は

ク ≦ t≦ ケコ

になることに注意しよう。関数 g(t) を用いると亜元の関数 f(x) の最大値と最

小値を求めることができる。

よって f(x) は亜x＝ サ のとき最大値 シス をとり亜

x＝ セ のとき最小値− ソタ をとる。
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Ⅲ [1] 座標平面上における次の直線 gと h のなす角 θ 0 ＜ θ ≦
π

2 について考え

る。

直線 g：y＝ 2x− 4

直線 h：y＝
1

3
x＋ 1

2 つの直線 g亜hが x軸の正の向きに対してなす角をそれぞれ α亜βとおく。

このとき亜tan α＝ ア 亜tan β ＝
イ

ウ
であるから亜

tan θ ＝ tan (α エ β) ＝
tan α オ tan β

1 カ tan α tan β

＝ キ

が成立する。よって亜θの範囲より亜

θ ＝
π

ク
である。

エ 亜 オ 亜 カ の解答群

⓪ ＋ ① − ② × ③ ÷
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Ⅱ [1] 5 種類のカードがそれぞれ十分な枚数だけ用意されている。このとき亜以下

の問いに答えよ。

⑴ すべての種類を含むようにカード 10 枚を選ぶ組み合わせは亜

アイウ 通りある。

⑵ 選ばれない種類があってもよいものとしてカード 10 枚を選ぶ組み合わせ

は亜 エオカキ 通りある。

[2] それぞれの面に 1〜 8の数字が書かれた正八面体のサイコロが 2つある。こ

のサイコロ 2つを同時に投げるとき亜少なくとも 1つは 6以上の目が出る事象

をA亜出た目の和が偶数となる事象を Bとする。このとき亜Aかつ Bが起こ

る確率は亜

クケ

コサ
である。A亜Bの少なくともどちらか一方が起こる確

率は亜

シス

セソ
である。A亜B のどちらか一方だけが起こる確率は

タチ

ツテ
である。
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⑶ しかし立地場所は A チェーンの既存店と Bチェーンの既存店の間と決め

ているので亜B チェーンの既存店から 1 m離れるごとに亜A チェーンの既

存店に 1 m近づくことになる。

コンサルタントによると亜B チェーンに加盟すると亜A チェーンに顧客を

奪われ亜�Bチェーンの既存店から 1 m離れるごとに 3000 円売り上げが増

えるが亜A チェーンの既存店に 1 m近づくごとに t円売り上げが減少する�

とのことだった。つまり亜B チェーンに加盟し亜既存の Bチェーンから ym

離れたときの売り上げが⑵と違い亜( サシスセ − t) y円になる。た

だし tは亜0 ≦ t＜ サシスセ とする。一方亜A チェーンに加盟する

とどこに立地してもBチェーンに顧客が奪われることはなく亜⑴で考えた

内容と同じだという。コンサルタントの助言を加味したうえで亜Aチェー

ンに加盟するか Bチェーンに加盟するかを考え直してみよう。

Bチェーンに加盟した場合亜既存の Bチェーンから

ツ × 102 −
t

テ
m離れたところに出店すると利益が最大にな

る。よって亜売り上げの減少分 tが

0≦ t＜ ( トナ − ニ  ヌネ )× 102

を満たすなら亜B チェーンに加盟して出店した場合に得られる利益の最大値

は亜A チェーンに加盟して出店した場合に得られる利益の最大値よりも高

くなる。
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Ⅳ あなたはコンビニエンスストアのオーナーとして亜まっすぐな国道沿いのどこか

に出店することを考えているとしよう。観察した結果亜同じ国道沿いにあるA

チェーンのコンビニエンスストアと亜1 km 離れた別のBチェーンのコンビニエン

スストアとの間のどこかに出店することにした。このとき亜以下の問いに答えよ。

⑴ Aチェーンに加盟すれば亜加盟料は 10 万円で亜売り上げは Aチェーンの

既存店から 1 m 離れるごとに 2000 円増えるが亜輸送費などのコストはA

チェーンの既存店からの距離 (m) の 2 乗に対して 2 倍したものになる。つ

まり亜Aチェーンの既存店から 100 m 離れたときの売り上げは 20 万円で亜

コストは 2万円である。

ではAチェーンに加盟したとしよう。A チェーンの既存店から xm離れ

て出店したとき亜売り上げからコストと加盟料を差し引いた利益は以下の通

りである。

− ア x 2 ＋ イウエオ x− 100000 (円)

この利益を最大にするような出店位置を考えよう。利益を最大にする出店

位置は既存のAチェーンから カ × 102 m 離れたところであり亜そ

のときの利益は キク × 104 円である。

⑵ Bチェーンに加盟すれば亜加盟料は 25 万円で亜売り上げは Bチェーンの

既存店から 1 m 離れるごとに 3000 円増えるが亜輸送費などのコストはB

チェーンの既存店からの距離 (m) の 2 乗に対して
5

2
倍したものになる。

ではBチェーンに加盟したとしよう。B チェーンの既存店から ym離れ

て出店したとき亜売り上げからコストと加盟料を差し引いた利益は以下の通

りである。

−
ケ

コ
y2 ＋ サシスセ y− 250000 (円)

この利益を最大にするような出店位置を考えよう。利益を最大にする出店

位置は既存のB チェーンから ソ × 102 m 離れたところであり亜そ

のときの利益は タチ × 104 円である。
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[2] 下記の関数 f(x) の最大値と最小値を求めよう。ただし亜0 ≦ x＜ 2πとす

る。

f(x) ＝ 3sin2 x＋ 2 3 sin x cos x＋ cos2 x

まず関数 f(x) を 2 倍角の公式を用いて変形すると以下のようになる。

f(x) ＝  3 sin ケ x− cos コ x＋ サ

次に亜三角関数の合成を用いて変形すると以下の式が得られる。

f(x) ＝ シ sin  ス x−
π

セ
 ＋ サ

ただし亜0 ＜
π

セ
＜ πとする。

0≦ x＜ 2πなので亜

−
π

ソ
≦ ス x−

π

セ
＜

タチ π

ツ

であるから f(x) は亜x＝
π

テ
亜

ト π

ナ
のとき最大値 ニ

をとり亜x＝
ヌ π

ネ
亜

ノハ π

ヒ
のとき最小値 フ をとる。
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る。よって亜売り上げの減少分 tが

0≦ t＜ ( トナ − ニ  ヌネ )× 102

を満たすなら亜B チェーンに加盟して出店した場合に得られる利益の最大値

は亜A チェーンに加盟して出店した場合に得られる利益の最大値よりも高

くなる。
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Ⅳ あなたはコンビニエンスストアのオーナーとして亜まっすぐな国道沿いのどこか

に出店することを考えているとしよう。観察した結果亜同じ国道沿いにあるA

チェーンのコンビニエンスストアと亜1 km 離れた別のBチェーンのコンビニエン

スストアとの間のどこかに出店することにした。このとき亜以下の問いに答えよ。

⑴ Aチェーンに加盟すれば亜加盟料は 10 万円で亜売り上げは Aチェーンの

既存店から 1 m 離れるごとに 2000 円増えるが亜輸送費などのコストはA

チェーンの既存店からの距離 (m) の 2 乗に対して 2 倍したものになる。つ

まり亜Aチェーンの既存店から 100 m 離れたときの売り上げは 20 万円で亜

コストは 2万円である。

ではAチェーンに加盟したとしよう。A チェーンの既存店から xm離れ

て出店したとき亜売り上げからコストと加盟料を差し引いた利益は以下の通

りである。

− ア x 2 ＋ イウエオ x− 100000 (円)

この利益を最大にするような出店位置を考えよう。利益を最大にする出店

位置は既存のAチェーンから カ × 102 m 離れたところであり亜そ

のときの利益は キク × 104 円である。

⑵ Bチェーンに加盟すれば亜加盟料は 25 万円で亜売り上げは Bチェーンの

既存店から 1 m 離れるごとに 3000 円増えるが亜輸送費などのコストはB

チェーンの既存店からの距離 (m) の 2 乗に対して
5

2
倍したものになる。

ではBチェーンに加盟したとしよう。B チェーンの既存店から ym離れ

て出店したとき亜売り上げからコストと加盟料を差し引いた利益は以下の通

りである。

−
ケ

コ
y2 ＋ サシスセ y− 250000 (円)

この利益を最大にするような出店位置を考えよう。利益を最大にする出店

位置は既存のB チェーンから ソ × 102 m 離れたところであり亜そ

のときの利益は タチ × 104 円である。
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[2] 下記の関数 f(x) の最大値と最小値を求めよう。ただし亜0 ≦ x＜ 2πとす

る。

f(x) ＝ 3sin2 x＋ 2 3 sin x cos x＋ cos2 x

まず関数 f(x) を 2 倍角の公式を用いて変形すると以下のようになる。

f(x) ＝  3 sin ケ x− cos コ x＋ サ

次に亜三角関数の合成を用いて変形すると以下の式が得られる。

f(x) ＝ シ sin  ス x−
π

セ
 ＋ サ

ただし亜0 ＜
π

セ
＜ πとする。

0≦ x＜ 2πなので亜

−
π

ソ
≦ ス x−

π

セ
＜

タチ π

ツ

であるから f(x) は亜x＝
π

テ
亜

ト π

ナ
のとき最大値 ニ

をとり亜x＝
ヌ π

ネ
亜

ノハ π

ヒ
のとき最小値 フ をとる。
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⑶ しかし立地場所は A チェーンの既存店と Bチェーンの既存店の間と決め

ているので亜B チェーンの既存店から 1 m離れるごとに亜A チェーンの既

存店に 1 m近づくことになる。

コンサルタントによると亜B チェーンに加盟すると亜A チェーンに顧客を

奪われ亜�Bチェーンの既存店から 1 m離れるごとに 3000 円売り上げが増

えるが亜A チェーンの既存店に 1 m近づくごとに t円売り上げが減少する�

とのことだった。つまり亜B チェーンに加盟し亜既存の Bチェーンから ym

離れたときの売り上げが⑵と違い亜( サシスセ − t) y円になる。た

だし tは亜0 ≦ t＜ サシスセ とする。一方亜A チェーンに加盟する

とどこに立地してもBチェーンに顧客が奪われることはなく亜⑴で考えた

内容と同じだという。コンサルタントの助言を加味したうえで亜Aチェー

ンに加盟するか Bチェーンに加盟するかを考え直してみよう。
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ツ × 102 −
t

テ
m離れたところに出店すると利益が最大にな
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を満たすなら亜B チェーンに加盟して出店した場合に得られる利益の最大値

は亜A チェーンに加盟して出店した場合に得られる利益の最大値よりも高

くなる。
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[2] 下記の関数 f(x) の最大値と最小値を求めよう。ただし亜0 ≦ x＜ 2πとす

る。

f(x) ＝ 3sin2 x＋ 2 3 sin x cos x＋ cos2 x

まず関数 f(x) を 2 倍角の公式を用いて変形すると以下のようになる。

f(x) ＝  3 sin ケ x− cos コ x＋ サ

次に亜三角関数の合成を用いて変形すると以下の式が得られる。

f(x) ＝ シ sin  ス x−
π

セ
 ＋ サ

ただし亜0 ＜
π

セ
＜ πとする。

0≦ x＜ 2πなので亜
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ソ
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タチ π
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の交易が盛んにおこなわれる一方で亜

ⓗ
�世紀後半から 10 世紀になると亜

ⓘ
国風化

の傾向が著しい文化が生まれていったことも見逃せない。

問 1 文中の空欄Ａ亜Ｂ亜Ｃに入る語句の組み合わせとして亜最も適切なもの

を亜次の�〜�から�つ選べ。 �

� Ａ ナイフ形石器 Ｂ 尖頭器 Ｃ 細石器

� Ａ ナイフ形石器 Ｂ 細石器 Ｃ 石匙

� Ａ 細石器 Ｂ ナイフ形石器 Ｃ 尖頭器

� Ａ 細石器 Ｂ 尖頭器 Ｃ ナイフ形石器

問 2 下線部ⓐの時代の人々について述べた文として亜明らかな誤りを含むもの

を亜次の�〜�から�つ選べ。 �

� 八丈島や伊豆大島にも遺跡があり亜そこまで進出する能力を持っていた

と考えられる。

� 各地で丸木船が発見され亜外洋航海を行っていたことを物語る。

� 人々が使う石器の原材料となる黒曜石は亜遠隔地での採取か亜交易に

よって列島各地に運ばれたと考えられている。

� 縄文時代後期まで亜ナウマンゾウなどの大型動物がおもな狩猟の対象と

なった。

問 3 下線部ⓑについて述べた文として亜最も適切なものを亜次の�〜�から�

つ選べ。 �

� 岩宿遺跡や三内丸山遺跡で亜初期の水田が発見されている。

� 弥生時代には北海道と南西諸島には水稲耕作は広まらなかったとされ

る。

� 稲作は亜中国の黄河中流域に起源があるとされる。

� 水稲耕作が東北地方まで伝わるのは古墳時代になってからである。
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日 本 史

�Ⅰ� 次の文を読んで亜設問に答えよ。

周囲を海に囲まれた日本列島では亜古くから海を越えた交易活動が行われてき

た。そもそも日本列島に人類が現れたのも亜周辺地域からの渡来によるものであ

る。最終氷期に海面が現在よりも 100 mほど低下し亜大陸とほぼ地続きになっ

たことが亜人類が日本列島へ渡来する契機となった。狩猟の道具として石器が用

いられるようになると亜 Ａ や Ｂ が生み出され亜旧石器時代の終

わりごろには亜中国東北部からシベリアにかけて発達した Ｃ が広まっ

た。その後の
ⓐ
縄文時代には亜日本列島内の遠距離交易が行われていたことがうか

がえる。

九州北部に
ⓑ
水田による米作りが伝わり亜さらに

ⓒ
多くの文化や技術が中国や朝鮮

半島からもたらされ亜弥生時代が始まる。やがて各地にクニと呼ばれる政治的ま

とまりが生まれるようになり亜

ⓓ
大陸と交流を始めるクニもあらわれた。こうした

小国が中国に使いを送ったのは亜先進的な文物を手に入れ亜倭国内での立場を高

める狙いがあったと考えられている。

ⓔ
大陸との交流は古墳時代にも続き亜諸技術が伝わった。大和地方を中心とする

政治連合であるヤマト政権の大王は対外交流を重視し亜大陸茜半島の先進文化茜

技術を手中にして政権の立場を強めようとしたのであろう。さらに�世紀後半に

なると亜朝鮮半島の北から南下を進めるようになった Ｄ に対し亜ヤマト

政権は Ｅ や Ｆ と共に争った。
ⓕ
�世紀後半には亜ヤマト政権は滅

ぼされた Ｅ の復興のため軍を派遣している。

�世紀末に隋が中国を統一すると亜ヤマト政権は中国へ遣隋使を派遣したが亜

中国皇帝に臣属しない新たな外交姿勢を示したことで亜皇帝から無礼とされた。

�世紀初めに唐が成立すると亜

ⓖ
遣唐使が派遣されるようになり亜中国から多くの

書物と知識を伝え亜日本の律令国家としての発展に寄与した。�世紀末の国際関

係を背景に遣唐使は中止されることとなったが亜筑紫に設けられた鴻臚館では多

くの遺物が出土し亜往時の交易を今に伝える物証となっている。こうした大陸と
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